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[一般講演・講演者の方へ]

1)使用できるプロジェクターは2台です。
2)ス ライドはすべて研究会開始 20分前までに受付にお渡し下さい。
3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。
4)一般講演の割り当て時間は 1・ 0分 (予鈴 9分で青ランプ、終鈴 10分

で赤ランプ)、 討論時間は2分です。
5)そ の他のお知らせ事項は当日受付で致 します。



第 9回 歯 科 衛 生 研 究 会 プ ロ グ ラ ム

日 時 平 成 10年 7月 16日 (木)17時 30分～ 18時 34分
会 場 日本歯科大学新潟歯学部 アィヴィホール

<講演時間 10分、質疑応答時間 2分 >

[開 会の辞]

座長 長島 奈緒美 先生
<17:30～ 17:42>

1。 表面麻酔剤によるスケーリング時の疼痛抑制法とその効果 第 2報
新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○北神祐美子、小山由美子、

坂井
・
由紀

新潟歯学部・歯周  長谷川 明

<17:42～ 17:54>
2.エ ナメル突起を構成する主ナメル質の組織構造と酸腐蝕性につιVて

新潟短期大学 ○高橋 正志

新潟歯学部・日外‖  森  和久、又賀  泉

新潟歯学部・口解 1  小林  寛

座長 伊勢村 知子 先生
<17:54～ 18:34>

[特別講演]

う蝕抑制物質開発研究の現状

新潟歯学部.0歯薬 ○中村 康則、桑島 治博

[閉会の辞]



表面麻酔剤によるスケーリング時の疼痛抑制法
とその効果 第 2報

○北神祐美子、小山由美子、
・歯衛科)、 長谷川 明

坂丼由紀 (新潟・附院

(新潟・歯周)

目的 :歯周治療は初期治療か らメインテナンスまで

長期間にわた り患者と接することになる。このた

め,患者との良好な協力関係は治療を円滑に進める

海めに重要である。そこで,今回スケーリング時の

疼痛を抑制する手段として表面麻酔剤のグルとリキ

ットを同量に混和したハ リケインを使用し,その効

果について調査を行つた。そ して,グル単味で行っ

た調査結果と比較したところ興味ある知見を得たの

で報告する。

材料および方法 :歯肉縁下スケーリング,ルー トブ

レーニング時に疼痛を訴えた患者を対象とした。ポ

ケット内を生理食塩水にて洗浄,乾燥後,グルとリ

キッドを同量混和したハリケインを注入し,2分半経 !

過後に処置を再開した.疼痛の有無を口頭にて質問

し,感 じられなくなったと答えたものを(++),軽減 :

したと答えたものを(+),変化がなかったと答えた

ものを(― )と した。(++),(+)を 有効,(― )を無効

と評価し,集計した。また。あらかじめ6点法で測定

したポケ ット深さの最大値が5mm未満の群と5mm

以上の群に分類し,それぞれの群ごとに集計した.

結果および考察 :21例 中(十 +)が 10例 ,(+)が 10'

例,(― )が 1例で有効率は95.2%であった。また

5mm未満群においては,ゲル単味,ゲルとリキット :

を混和 したもの共に有効,5mm以上群においてはゲ

ル単味よりもグルとリキットを混和したほうが,よ

り高い効果が得られた。これはグルのポケット内停

滞性にリキットの流動性が加わることで5mm以上群
|

ではポケット底部までの到達性が向上し,疼痛抑制

効果に差が現れたと考えられる。

エナメル突起を構成するエナメル質の組織構造
と酸腐食虫性について

○高橋正志 (新潟短大)、 森 和久、又賀 泉
(新潟・口外‖)、 小林 寛 (新潟・口解 |)

[目 的]歯根にエナメル突起が存在すると歯周組
織が剥離 しやす く、歯周病との関連から、とくにエ

ナメル突起表面の組織構造が注目される。そこで、
今回は、歯肉内緑上皮や歯根膜との付着という観点
から、エナメル突起の組織構造およびその酸腐食虫性
について詳細に検討することを目的とした。

[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10

%中性ホルマリンで固定されたヒトの上下顎大日歯
を使用 した。エナメル突起を含む頬舌側または水平
方向の研磨標本を作製 し、偏光顕微鏡、位相差顕微
鏡、マイクロラジオグラフィーで観察 した。同一標
本の研磨面およびエナメル質表面に平行な再研磨面
を、0.05N HCIで 3分間または2.5%EDttAで 6時間
腐食虫し、水洗、アルコール脱水 し、臨界点乾燥 した
のち白金蒸着を施 し、S-800型走査電顕 (日 立)で
観察 した。また、一部だけおよび完全にセメント質
で覆われたエナメル突起についても、同様にして、
偏光顕微鏡および走査電顕で観察した。

[結果]エ ナメル突起の表面は、周縁では鱗状構
造を呈していた。エナメル突起の表層では、小柱構
造が不明瞭で、エナメル質表面に平行な層板状構造
が観察され、HCIで最も腐触されにくかった。セメ
ント質で完全に覆われたエナメル突起の研磨標本を
偏光顕微鏡で観察すると、両者の境界にはわずかな
凹凸がみられた。一部がセメント質で覆われたエナ
メル突起の表面を走査電顕で観察すると、直径 5μm

前後の半球形のセメント質の石灰化球がエナメル突
起の周緑で多くみられた。石灰化球から線維状の構
造物が伸び出し、エナメル突起の表面にこまかい根
をはるように張り付いているのが観察された。セメ
ント質の石灰化球で覆われたエナメル突起の表面を
HCIで腐A虫 し続けると、やがて石灰化球は脱落 し、
脱落 した後にはやや深い陥凹が形成されていた。

[考察]エ ナメル突起の表層は、酸抵抗性の層板
状構造を示す特殊なエナメル質で構成されていると
推察される。エナメル突起の表面をセメント質が覆
う場合には、まず表面が部分的に吸収され、その結
果凹凸ができた表面にシャーピー線維をはりつけて、
半球形のセメント質の石灰化球を表面に固定すると
_考えられる。従って、エ ナメル突起の表面を脱灰ま
たは除去 して、人為的にセメント質 (骨横組織)お
よびシャーピー線維を形成させることにより、歯根
と歯周組織の再付着が可能であると推察される。

-1-



[特別講演]

う触抑制物質開発研究の現状

○中村康則、桑島治博 (新潟・歯薬)

う蝕に関する研究は、う蝕の病因とう蝕予防を目

的とする研究に大別され進展してきた。病因論はう

蝕原因菌のミュータンスレンサ球菌の発見とこれが

口腔内でスクロースを基質としてう蝕を誘発するこ

とが明らかにされるに及んで、う蝕はう蝕病原菌の

感染により発症するという説が一般に受け入れられ

るようになった。

う蝕発生のメカニズムは、ミュータンスレンサ球

菌 (ヒ トでは∫.″″ιttsと ∫。sθbrf″Js)が菌体表面

および菌体外にグルカン合成酵素であるグルコシル

トランスフェラーゼ (GTase)を 産生してスクロース

から粘着性の非水溶性グルカンを合成し、このグル

カンにより菌体の歯面凝集付着、すなわちプラーク

が形成され、プラーク内部で菌体が糖質を利用して

乳酸などの有機酸を産生するため、その場に貯留す

る酸によリプラーク直下のエナメル質が脱灰される

というものである。

この病因論に係わる諸研究は、う蝕予防の方法論

の確立にも決定的な基盤を与えるものとなった。す

なわち、う蝕予防の観点に立ってその予防策を考え

る場合、う蝕発生の一連の過程に関与する病因因子

をできるだけ消去すればよいという考えである。こ

の考えに基づく幾つかの予防法をあげると、抗菌剤

の応用、スクロース代替糖の利用、GTase阻害物質

の利用、グルカン分解酵素の応用、エナメル質の耐

酸性強化物質の応用などがある。

本講演では、上記の予防法のうち、食品としてあ

るいは食品への添加物としてすでに利用または応用

可能なスクロース代替糖 (カ ップリングシュガー
,

パラチノース,キ シリトール)と GTase阻害物質 (ム

タステイン,カ カオハスク抽出物,ウーロン茶抽出

物,′ ヒジキ抽出物)について紹介し、合わせて筆者

、・らが行っているう蝕実験法とそのデ■夕を一部提示

し、解説したい。
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